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論　　文　　の　　要　　旨
　S→N結合をもつ3配位の有機硫黄化合物としてスルフィルイミンがあり4配位のものとしてはス
ルホキシイミンおよびスルホンジイミンがある。これらはS→○結合を有するスルホキシドやスルホ
ンと違って反応性に富み，合成試薬としての利用も考えられる面白い化合物である。これらに関す
る化学はこの五5年ぐらい前に，大饗。古川らの研究が中心になって出来上って来たようなものでヨ
この論文に記されている研究もその一連の研究である。緒言にはそのようなことが書かれており第
1章にはスルホキシイミン，スルホンジイミンの化学的性質ラそしてそれらの簡便な新しい合成反
応とその機構が述べてある。第2章にはN一ハロスルフィルイミンと求核剤の反応でスルホンジイミ
ンの生成する新しい知見が書かれている。第3章にはジアリールスルフィルイミノジアリーノレスル
ホニウム塩の新しい簡便な合成反応について述べてある。第4章にはN一スルホニノレスノレフィルイミ
ンがスーパーオキシドのような求核的酸化剤によってスルホキシイミンが得られる反応が述べてあ
る。第5章には同じく次亜塩素酸ナトリウムによる求核的酸化でスルホキシイミンの生成する反応
が書かれている。第6章と第7章，第8章には種々のN一置換スルホキシイミンの種々の試剤との反
応が刻明に述べられている。また第9章ヨ第10章にはスルフィルイミンの銅存在下やそのままの状
態での熱分解反応の詳細が述べられている。第11章にはN一クロル1スノレホキシイミン類のクロル
一g1一
化剤としての作用と，また第12章にはN1－p一トシルlN－p一トシノレーN一アレーンチオスノレフィ
ンアミジンがオレフィンをスノレフェニル化するという知見が述べてある。
審　　査　　の　　要　　旨
　先づ実験量の豊富さヨその量に注目させられる。全般に新しいタイプのS→N結合をもつスノレホキ
シイミンとかスルホンジイミンという未知の化合物の合成にチャレンジしてラ次から次に新しい方
法を片っ端から試みてラ試行錯誤の莫大な数の実験をこなして見出している。そうして見出された
反応の中にはたとえばN一トシルスルフィルイミンと次亜塩素酸塩との反応でN一トシノレスルホキシ
イミンを好収率で与えるプロセスとかラN一クロルスルフィノレイミンとアミドイオンとかアミンとの
反応でスルホンジイミン類を手ぎわよく合成する反応とか種々の硫黄グノレープをN上に置換したスル
ホキシイミンの安定性や反応性の研究などヨ地味ではあるが将来いつまでも重要な知見として文献
に残るものである。多くの反応や反応中問体を扱うには不安定なものが多いだけにかなりの手馴れ
た実験技術が要求され，芥川氏のすぐれた実験技術と感があって始めて完成されたものといえよう。
こうして得られた知見のいくつかは既に国際的な学会で発表されラ国際的評価を受けている。生理
活性なものも多くラ有機合成原料にも利用される化合物群であるからこの一連の研究は意義深いも
のとして長く残ることであろう。
　よっそう著者は理学博士の学位を受けるに十分の資格を有するものと認める。
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